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「交渉」 (negoti at ion)を取り入れた授業開発
一社会科学入門のとりくみー
下前弘司
文部科学省研究開発指定のもとで，社会科学入門という科目の実践と I交渉」 (negotiation)を取り入れ
た授業開発とその実践に取り組んできた。本稿では， P. F. ドラッカーの理論および国立教育政策研
究所平成 24年度プロジェクト研究調査研究報告書「社会の変化に対応する資質や能力を育成する教育
課程編成の基本原理」にもとづいて，この取り組みの理論的背景をまとめる。また，議論型授業によく
用いられるトゥールミンモデルを用いた授業と「交渉」を取り入れた授業の違いを示しつつ，成果と課
題および今後の見通しについてまとめる。
1 . 「交渉」 (negotiation)を取り入れた授
業開発と社会科学入門という教科の構想
1 . 1 . はじめに
交渉を中心とした授業を考えたのは，現在の企業が行
っている企画立案・意志決定を参考にした授業を考えて
みる必要があると感じたからである。社会科学入門とい
う科目を考えるにいたったのは，イノベーションを起こ
すために必要な最低限の知識内容は何か，そしてそのた
めの方法論として適切なものは何かという間題意識から
であった。 P. F. ドラッカーが長年にわたって提唱し
てきた世界の転換に関する諸著作に触れ，この思いをい
っそう強めた。
本稿ではまず， P. F. ドラッカー著上田惇生ほか
訳『ポスト資本主義社会 21世紀の組織と人間はどう
変わるか』ダイヤモンド社をもとに，交渉を中心とし
た授業の考え方および社会科学入門という科目の性質を
整理する。
1. 2. ドラッカーが述べていること
まずドラッカーは， 「知識」について以下のように述
べている。
薪しい意味におげる r知識Jどは，効Jfjとしての知識，
すなわち社芸的・経洒的成呆を実現するための手殷とし
ての知識である。
（中略）
戒果を生み由すために［屁存Jの知識をいかに存効に
遥房するかを知るための知識こそが: rマポジメンfJ
である。
しかし今fl,知識は，いかなる憤『しいJ知識が必要
か，その知識は吋鹿か，その知識を効呆的にするために
は{i/が必要かを明らかにするために，意識的かつ依系的
に適町されるようになっている。
すなわち知識は， 「依系的なイノベーションJにも適
柑されるにいたっている。 1)
最近 100年間において，生産性が爆発的に向上したの
は，機械でも設備投資でもなく知識を仕事へ適用したか
らだとドラッカーはいう。この「社会的・経済的成果を
実現するための手段としての知識」は，社会科教育にお
いて生徒に身につけさせるべき知識の一つである。では
なぜ，このような知識が重要なのか。
知識組織においては，あらゆる人閥が，自らのH標，
貢献，仔動について責任を負う。
ということは，組織の中の人閻はすべて，けらの片標
と貢献について徹底的に考え，貴任を負わなげればなら
ない。こうして組織には， {f/J冗など存在せ天「固燎J
が存在するだげとなる。
知識組織においては，あらゆる人届1が，成戻からH標
へのフィーだバックによって，片らの仕葬を管理するこ
どができなばればならない。
これは，組織の叩のあらゆる人閻炉， r組織と組織の
月的に郊して，現在け分にできる最大の頁猷は(i/,かJに
ついて閥い続げなければならないことを意味する。換厚
するならば知識紐織においては，全貨が貴任ある意志
決定者として／『動ずる。 2)
知識組織すなわち知識労働のための組織は，現代の生
産活動において主要な地位を占めている。この知識組織
においては，既存の知識をいかに有効活用するかを議論
し，「社会的・経済的成果を実現するための手段として
の知識」を導きだしていくことが必要である。その際，
知識組織の構成員は，全員がそれぞれ既存の知識を保有
しそれを活用してマネジメントを行う主体となる。すな
わち，責任ある意志決定者として行動することになる。
では，責任ある意志決定者としてのわれわれは，どの
ような方向性を持って学ぶことが必要なのか。
綽f'IJ知識を一つの「知識体釆Jへと続介することので
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